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はじめに
　この部門ごとの解説は、本文の一覧表の説明で書ききれな
かったことを、解説欄で補うという意味で設定されたもので
ある。紙面が限られているため、あまり多くの内容は盛り込
めないので、一覧表では何にどう使う道具かということに絞
って、その道具のたどった歴史や伝来系譜はコラムなり解説
に譲るという方向で調整した。
　ところでいざ解説となると、私が自分の言葉で解説できる
分野がほんのわずかしかないという事実に直面した。これは
私の力量不足というよりも、われわれが参加する以前のプロ
ジェクトの設計段階の問題なのだと思う。ある限られた予算
で全体の人数も限られたなか、?つのテーマ班をつくり、そ
の一つのわが「民具の名称に関する基礎的研究」班には〈民
具名一覧編〉と〈地域呼称一覧編〉を作成せよという絞り込
みがなされ、〈地域呼称一覧編〉にはそれぞれの地域のベテ
ラン研究者を充てて、残るメンバーで〈民具名一覧編〉を作
るということになった。本来〈民具名一覧編〉の作成が目的
なら、全民具をカバーしているのだから数十人で担当しなけ
ればならないところをわずか数人で担当することになったと
いう経緯があるからである。ではどうするか。
　現在の私の力量で解説できるところは解説するが、解説で
きないところは無理に解説しないことにした。無理をした解
説は無味乾燥で読む気がしないだろうからである。研究の原
点はワクワク感にある。もともと一覧表が本体であり、解説
はプラスアルファなのだから、専門研究者として伸び伸びと
自信をもって解説できることだけでいいのではないかという
理解である。この方式で進めることをご了承いただきたい。
１．「民具」の新定義
　解説の冒頭ということもあって「民具とは何か」について
私案を述べておくことにしたい。これは 2010 年 12 月に開
催された国際常民文化研究機構・神奈川大学日本常民文化研
究所の主催による第?回国際シンポジウム「“モノ”語り─
民具・物質文化からみる人類文化─」の発表のなかで提起し
たものを再整理したもので、少しはすっきりした形になって
いるかとは思うが、ただあくまで河野私案であって、この班
の共通認識ではない。私案にしかすぎないものを、なぜおこ
がましくも提起するのかといえば、民具の「定義」にせよ、
民具の「共通名」にせよ、どこかで誰かが決定して上から目
線で押しつけるのではなく、定義や共通名について、あれこ
れ考えている者が「私はこう考えました。皆さんこれでどう
ですか？」と学界に提起し、それが批判的に継承されるなか
で洗練されていくのがもっとも望ましいと考えるからである。
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　「民具とは何か」については 1936 年に渋沢敬三らが
「我々の同胞が日常生活の必要から技術的に作り出した身辺
卑近の道具」という定義があるが、時代状況が変わってしま
ってこのままでは使えない。また日本民具学会発足後の
1980 年代前後にどこまでを民具と呼ぶか、民具の範囲につ
いて議論が交わされたが、それからも時間が経って、それら
の議論とは無関係に民具は普通の日本語として使われてい
る。その日常使われている「民具」の用法から帰納法で本質
を絞り込んで定義してみてはどうかというのが私案のアイデ
ィアである。図?にフローチャート式にまとめてみたので、
それに沿って見ていこう。
　まず、現在、博物館・資料館に収集展示され、また教育委
員会によって廃校の校舎などに保管された道具類が「民具」
と呼ばれている。この事実には誰も異論はないであろう。こ
れら民具群が形成された経緯を見れば、①地域住民による寄
贈・寄託と②博物館・資料館学芸員や文化財担当者の収集に
よって成り立っていることが分かる。ところで寄贈にせよ収
集にせよ、漫然とあるものすべてが寄贈され収集されたわけ
ではなく、何らかの基準で選択されて寄贈され収集されてき
たものである。その基準とは、①地域住民は、自分や祖先た
ちが地域の自然や人々と関わりながら暮らしてきたことを子
孫に伝えてもらうことを期待して、その証拠品として寄贈し
た。また②学芸員や文化財担当者は、地域の歴史や暮らしを
語り継ぐ証拠となる道具を選んで収集した。つまり民具は、
地域住民からも、学芸員・文化財担当者からも、「地域社会
の歴史や暮らしの語り部」となることを期待されて集められ
た道具類なのである。以上の事情を踏まえて煮詰めると、
民具とは、現役を引退して地域社会の歴史や暮らしの語
り部となった庶民の道具類
となる。本稿では「民具」をこの意味で使っていくことにし
たい。
２．生物の進化系統樹と民具の進化系統樹
　本稿は〈民具名一覧編〉の農耕・畜産・山樵用具の「解
説」をするわけだが、一覧表に対して何を解説するのかを明
快に示すために、生物と民具の進化系統樹のあり方の違いを
図?に示した。生命は 36 億年ほど前に地球上に現れてから
進化増殖を続け種の数を増やしながら今日にいたった。最初
の?つの生命体から先に行くほど細かく分かれて進化する様
子は?本の幹から枝分かれしてさらに小枝、その先に葉と分
化する樹木の姿に似ていることから系統樹が描かれた。生物
学ではそれに先立って大きな分類から細かい分類へ、動物
界・植物界といった大区分の下に、
　　界 ? 門 ? 綱 ? 目 ? 科 ? 属 ? 種
と階層構造で分けて基本的な識別単位の種にいたる分類法が
整備されていた。ダーウィンの進化論はそこに時間軸を持ち
込んで 3 次元の思考に高めた結果、空に向かって成長する
系統樹が生まれたともいえる。
　民具でもたとえば鍬の場合は、
　　民具 ? 農具 ? 耕起具 ? 鍬 ? 備中鍬
と分けることが可能なように、民具の進化系統樹が構想され
た。
　たしかに民具でも進化系統樹は描けるのだが、生物の系統
樹とは根本的に違うところが?点ある。そのことを図示した
のが図?で、その違いは
①生物の系統樹は?本の大木なのに対して、民具は人間が
土を耕すために鍬を作り、雨を避けるため傘を作ったと
いうように、鍬の樹、傘の樹と小木が群生する林となっ
ていること。ただ鍬の樹は木製鍬から鉄製鍬先のついた
風呂鍬さらに備中鍬へ、傘の樹は蛇の目傘からコウモリ
傘さらにはジャンプ傘・折りたたみ傘へと改良と伝播で
進化している点は生物と同じであり、小規模ながらそれ
ぞれの樹は系統樹を形成している。
②生物の系統樹は太い幹から分かれて先は無数に分かれる
が、先同士がくっつくことはない。それに対して民具は
人が工夫して作るものなので、便利なアイディアは真似
られて、混血型が生まれる。
という点である。
　さて収蔵庫民具を整理することは、鍬なら何十本の鍬を進
化の系統にしたがって分類しながら登録することであり、傘
も進化の系統を念頭に蛇の目傘、普通のコウモリ傘、ジャン
プ傘、折りたたみ傘と分類することであろう。この結果を一
覧表化すれば、階層構造をもった鍬の分類表、傘の分類表が
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できることになる。
　ところで本書〈民具名一覧編〉は、左右の頁幅が限られた
なかで一覧表にまとめるという必要上、階層構造を示す分類
欄を掲げる幅の余裕もなく、ランクの異なる民具も一律横並
びに配置する方法を採っている。これはそれなりに積極的な
意味もあって、収蔵庫ではランクには無関係に民具は一律?
点ずつの存在価値をもって場所を占めているので、それを探
し検索するには、分類項目が何層にも重なる一覧表は実用的
でなく、ランクを無視しても?点ずつの民具がそのまま頭出
しで並ぶ方が実用的で使いやすいからである。
　そこで「解説」の役割は、一覧表に欠けていた階層構造の
ある表を提示して、個々の民具の進化史上の位置を明確に示
し、民具整理を通してわが市町村の歴史を読み出すために寄
与することであろう。
　ところで民具ごとに進化系統に沿った階層構造のある分類
表を作成するということは、何百本あるいは何千本という民
具の系統樹の林に分け入って、その?本ごとの進化の筋道を
読み出すことである。これがなかなか時間の要することで、
三十数年かけてある程度進化の筋道の読み出しができたの
は、鍬・踏鋤・犂・籾摺臼・万石通し・鞍ぐらいである。そ
こで解説するのはこの範囲に限らせてもらうことにした。
　前置きが長くなりすぎたので、本論に入ろう。
３．鍬
１）最初は木製鍬
　鍬はまだ階層構造のある分類表が作れていないので、直接
解説に入ろう。
　鍬は稲作の伝来時に稲作民が生活用具の一環として持ち込
んだものである。稲作民は最初は朝鮮半島から、遅れて中国
江南地方から少数民族系の人々が日本列島に持ち込んだ。ど
ちらもまだ鉄刃のついていない木製鍬である。
２）風呂鍬の出現
　木製鍬に本格的な鉄刃がつくようになるのは古墳時代から
で、U 字形に曲がった鉄刃の内法に V 字溝を切ったもの?
U 字形鍬先を木部にはめ込んで風呂鍬の原型が出来上がっ
たが、当時の木部はナスビ形鍬先と呼ばれるもので、反った
柄を縛り付けるタイプであり、腰をかがめて使う鍬だった。
　平安時代後期の経典見返し絵には、U 字形鍬先を嵌めた
木製鍬平?風呂に長い柄が枘差しにされた典型的な風呂鍬が
描かれ、近世初頭まで使われるが、今日の一般的な長柄鍬の
出現は大化改新にともなう技術革新ではなかったかと見当を
つけている。
３）丸先鍬から角先鍬へ
　U 字形鍬先をつけた風呂鍬は刃先が丸いので「丸先鍬」
と呼ぶことにしよう。中世絵画によく描かれている中世の鍬
である。それに対して近世絵画から民具まで、鍬の刃先は四
角くなっている。これを「角先鍬」と呼ぶことにしよう。古
墳時代～中世の鍬が丸先なのは、丸先は角先に比べて尖って
いるので、振り下ろしたとき土によく食い込むからである。
つまり角先にすると振り下ろしたときの接地面積が大きくな
って単位面積当たりの圧力が低くなり、土に食い込まないの
で実用にならなかったからである。ところが近世以降民具に
いたるまで、角先鍬が使われてきた。角先なのになぜ実用化
したのか。
４）鍬の刃物化
　角先なのになぜ実用化したのかのヒントになるのが、民具
の鍬の「先掛け」である。民具の風呂鍬は先が減ってくると
鍛冶屋に出して先掛けしてもらっていた。丸く減った先を切
り落として、新たに刃金を鍛着するのである。角先鍬は刃先
に刃金をつけて切れ味を良くしていたのである。では鍬の刃
物化はいつ、どこで起こったのか。考古資料を追っていく
と、角先鍬は大坂城・伊丹城・清洲城・安土城と織豊期の城
郭で出土すること、文献史料では豊臣秀吉が家臣の姫路の鋳
物師芥田氏に鍬の注文をしていること、芥田氏は他の大名か
らも注文を受けていることが確認できた。
　戦国時代末期の織豊期の戦争は土木戦の様相を呈してい
た。彼らは 500 人規模の黒鍬衆?工兵隊を抱えていて砦を
築く一方、籠城する相手には城にトンネルを掘って地下水脈
を断ち切って井戸を干上がらせたり、城を急造の堤防で囲ん
で川の水を注いで城を丸ごと沈水させたりした。この黒鍬衆
の持つ黒鍬とは黒金?鉄部分が大きくて目立つ鍬であり、角
先鍬であったと考えられる。民具でも鍬平の大きい土木用の
風呂鍬を「大鍬」「黒鍬」と呼んでいることからそう推定さ
れる。つまり角先鍬は戦国末期の統一戦争のなかで織田信
長・豊臣秀吉によって開発・導入された人力パワーショベル
だったのである。
５）平和な江戸時代に農村に浸透
　統一戦争が終わって平和な江戸時代を迎えると、利根川付
け替えなど大規模土木工事、城下町建設、海岸の干潟干拓の
新田開発と土木の季節を迎える。土木工事には農民が動員さ
れ、現場には黒鍬?大型角先鍬が投入された。こうした機会
を通して戦略兵器として開発された角先鍬は農具として農村
に浸透して民具の鍬の主流となった。
　教科書では備中鍬の出現を大きく取り上げているが、備中
鍬の出現は 18 世紀中ごろ以降、それよりも 150 年早い 17
世紀初頭に角先鍬は農具としてデビューした。刃物化した鍬
?角先鍬の出現は、注目されてはいないが大きな技術革新だ
ったことになる。
６）中国系ヒツ鍬の登場
　鉄の豊富な中国では木製鍬平はやめて、日本で「ヒツ」と
呼んでいる角形ソケットを備えた鍬平総鉄の鍬が使われてき
た。そのうち 17 世紀中ごろに早くも伝わったのが「唐鍬」
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と呼ばれる細身で厚手の開墾鍬であ
る。その 100 年後あたりに中国名「鉄
搭」の鉄製又鍬?備中鍬が伝わり、深
耕鍬として普及した。明治時代に入る
と四角い鍬平の「金鍬」が現れ、その
鍬平を薄手で大きくしたのがホームセ
ンターで売られている園芸鍬である。
４．鋤と踏鋤
　図 3 は「鋤と踏鋤の暫定的分類試
案」と題したように、現時点での形態
分類と「一本鋤」「沓型鋤」「蔓締鋤」
「上越曲身鋤」「踏板鋤」「長野開田鋤」
「東北鋤」など共通名の試案を大胆に示
したものである。さらに図 4 は踏鋤に
ついて、歴史的展開の図示を試みたも
のである。
　歴史的には弥生時代に稲作民が持ち
込んだのが普通の鍬と鋤で、古墳時代
に朝鮮系渡来人が持ち込んだのが踏鋤
とはっきり分かれる。ただ最初の欄の
「鋤」のなかには、百済・高句麗難民の
入植時の厳しい状況下で踏板を省略し
たものも含まれている可能性があるこ
とを付記しておきたい。
　古墳時代の朝鮮系渡来人は、大きな
踏板?鐔の前後から鋤平と柄を挿し込
んで栓を打って固定する鐔接合方式の
曲身踏鋤を持ち込んだようだ。鋤平か
ら柄までを一木造りにして工程は省略
しながら形態はそのまま継承したのが
新潟県上越地方の曲身踏鋤である。た
だ朝鮮系の直系の子孫はこの上越地方
の曲身踏鋤だけで、長野県のスキ・フ
ミグワ・スキクワは朝鮮系踏鋤を縄文
系住民がコピーしたもの、関東平野の
エンガ・フンガァ・フズキは朝鮮系踏
鋤を弥生系住民がコピーしたものと考
えられ、いずれも渡来人の朝鮮系踏鋤
を周りの日本人がコピーしたタイプで
ある。渡来人は地域社会では少数派で
あり、かつ地域社会に早く馴染もうと
努めるので、独自の文化は残りにくい
のであろう。
　東北地方の一木造りの踏鋤は、中部
型・関東型の踏鋤が対蝦夷戦争の過程
で柵戸として入植した中部・関東農民
が持ち込んだのを、敵側の蝦夷系農民
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が見よう見まねでコピーしたものと考えられる。
　この解説では鋤と踏鋤以外に犂、籾摺臼、千石通し・万石
通し、鞍について、①分類欄、②共通名の案も含む民具名
称、③図版、④解説文をセットにした一覧表を掲げている。
これは民具のような形のある物的資料の系統研究の成果の表
し方として模索し続けている実験的な表示法である。日本の
学問では中国の漢字文化圏で育ってきた影響もあってか文章
中心に記述を進め、民具はそれぞれ 1 点の挿絵としてばら
ばらに掲載し、系統樹も骨格だけを図版化して挿絵掲載する
という方法が当然のようにおこなわれてきた。嵐嘉一『犂耕
の発達史―近代農法の端緒―』（1977）の在来犂分類も中村
たかを『日本の民具』（1981）の踏鋤の分類もこの文章中
心・挿絵添付型の記述である。
　論文を乗用車に譬えるなら著者は車のメーカーにあたる。
これまでの方法はメーカー側が本文・図版・系統樹という部
品をセットでユーザーに届け、ユーザーの頭の中で完成車に
組み立ててもらう方法を採ってきた。ユーザーが在来犂や踏
鋤の専門家なら間違いなく組み立てるであろうが、これまで
犂や踏鋤に関心を向けてこなかった者には自分の頭の中で完
成車に組み立てるのは難しいし間違いも起こる、また読まな
いで素通りされてしまう。そこでメーカー側で完成車に組み
立てて誰にでもすぐに乗ってもらえる形で研究成果をユーザ
ーの手元に届けようというのがこの一覧表なのである。各地
で民具の廃棄の話がささやかれるなか、民具の歴史研究の裾
野を広げ、これまで籾摺臼や鞍に関心のなかった担当者にも
その重要性を知ってもらって民具整理が一歩でも進むことを
期待しての表示法の試みである。
５．共通名の選定基準
１）スキとカラスキ
　本文でも触れたが古代の首都圏であった奈良・京都では、
スコップ・シャベル類をスキ（鋤）、牛に引かせる畜力耕耘
機をカラスキと呼び分けてきた。歴史的に整理し直すと、
・弥生時代：稲作民がスキ（鋤）を持ち込んだ。
・古墳時代に U 字形鉄製鍬先が伝わりクワと呼ばれた。
・古墳時代?世紀：大和政権が中国江南地方から馬鍬を導
入。馬に引かせたのでウマグワと呼ばれた。
・?世紀後半～?世紀：渡来人が朝鮮系無床犂を持ち込ん
だ。牛に引かせたのでウシグワと呼ばれた。
・?世紀後半：大化改新政府が遣唐使を通して中国系長床
犂を入手、日本向け改良を加えてモデル犂を全国に配付
して普及を図った。カラスキと呼ばれた。
となる。
　中国系長床犂が政府モデルとして示されると、政権お膝元
の奈良盆地や大阪平野では、ウシグワと呼ばれた朝鮮系無床
犂をあっさり捨てて全域がカラスキと呼ばれた中国系長床犂
一色になった。その結果、
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・在来スコップ・シャベル類?スキ（鋤）
・牛に引かせる畜力耕耘機?カラスキ（犂）
の?本立てとなり、それぞれの時代の古辞書にも載せられ、
これらの名称が標準語扱いされて 20 世紀まで継承された。
　ところが明治 10 年代後半から福岡県の篤農家で老農と称
えられた林遠里が、地元の朝鮮系無床犂である抱持立犂を深
耕可能な犂として、馬耕教師を全国的に派遣して抱持立犂と
馬耕技術を広めて回った。駒場農学校で教鞭を執っていたド
イツ人マックス・フェスカが抱持立犂を高く評価したことか
ら、犂をスキと呼ぶ福岡方言が農学界の標準語となり、農学
関係書を通して知識人間に広まった。その結果、スキには①
在来スコップ・シャベル類、②牛に引かせる畜力耕耘機の?
つが含まれてしまうことになり、名称の混乱を招いた。
　だが時代は変わった。犂は現役を引退して地域の歴史の語
り部となった。この機会に?世紀以来 1300 年の歴史をもつ、
・在来スコップ・シャベル類?スキ（鋤）
・牛に引かせる畜力耕耘機?カラスキ（犂）
という歴史的名称に戻して共通名にしようではないか、とい
うのが本書の提案である。
２）共通名の選定基準の提案
　いま犂（すき）を改めて犂（からすき）を共通名にしよう
と提案したが、共通名はどんな基準で選定すればいいのか、
図 5 に試案を提起した。それに沿ってみていこう。
① 文献・古辞書に出る歴史的名称を優先
　古墳時代～奈良時代は奈良盆地が政治・文化の中心で、平
安遷都以降は江戸幕府ができても京都が文化の中心であり続
けた。そこで『和名類聚抄』（931～38）など古辞書や古文献
に出る歴史的名称をまず優先すべきであろう。犂（からす
き）を共通名にという提案もこの根拠によるもので、麦打ち
などに使う回転打穀棒の唐竿は関東ではクルリ棒という方言
で呼ばれているが、『和名類聚抄』に出るカラサオが共通名
で、クルリ棒は関東の地方名であろう。
② 江戸発の農具は江戸語が共通名
　①の基準にしたがえば一般的には関西語が共通名となる
が、江戸で貞享元年～?年（1684～85）頃に開発された台所
用具の千石通しと農具の万石通しは、直後に相次いで大坂に
伝わったため大坂では千石通しと万石通しの名称の混同が起
きた。それに対して発祥地の江戸圏?関東地方では台所用具
は千石通し、農具は万石通しと今日に至るまで物と名称との
混乱は起こっておらず農具の万石通しは一般に「万石」と呼
ばれている。江戸発の農具は江戸語を共通名とすればいい。
③ それがなければ地方名で適切なものを採用
　籾摺臼には後に図 11 に取り上げるように、木製で?人が
座位で縄を引く朝鮮系のものと、籠に詰めた粘土に樫の歯を
打ち込んで数人で全回転させる中国系のものがある。前者の
関西での古代語は「摺
す る す
臼」で、後者が出現して以降は前者は
「木
さ
臼
うす
」、後者は「土
と
臼
うす
」と呼び分けていたが、「木臼」では
餅搗き臼の木製臼なので混乱が生じるため関西語は共通名に
は使えない。それに対して東北地方では、木製のものを「木
き
摺
ず る す
臼」、粘土に樫の歯を打ち込んだものを「土
ど
摺
ず る す
臼」と呼び
分けており、この双方には「摺臼」の言葉が入っているので
餅搗き臼との混同も起こらず、名称が実体を表した適切な言
葉となっており研究者も使い始めている。そこで東北地方語
の「木摺臼」「土摺臼」を共通名にしようと提案した。
④ それらもなければ内容を的確に表現した造語で対応
　足踏みの米搗き臼は『和名類聚抄』『源氏物語』にカラウ
ス（碓）と出ており、これを共通名にすべきであるが、関東
地方では土摺臼をカラウスと呼んでいる。関東地方は人口が
多いうえに関東方言を標準語と勘違いしている人が多いの
で、足踏みの米搗き臼の共通名をカラウス（碓）にするには
困難がともなう。それにカラウスという表現には足踏み式と
いう要素が盛り込まれていないという弱点もある。そこで本
書では『物類稱呼』（1707）の用例を採って「踏
ふみ
臼
うす
」を共通
名にしようと提案した。
　共通名の選定基準としては、上記の①～④が穏当ではない
かと思うが、どうだろうか。
６．犂
１）「日本人の発明」と信じられてきた民具
　第二次大戦前後のころまで、民具は日本人が発明したもの
と漠然と信じられていたようだ。図 6 にその辺りをまとめ
たが、たとえば日本の民具研究の創始者である渋沢敬三らが
まとめた民具の定義は、
「我々の同胞が日常生活の必要から技術的に作り出した
身辺卑近の道具」 （『民具蒐集調査要目』、1936 年）
というもので、民具は「我々の同胞が日常生活の必要から技
術的に作り出した」と考えられていて、中国や朝鮮半島から
の伝来は視野に入っていない。これは渋沢に限らず当時の知
識人の一般的な認識だったようで、日本の犂の歴史について
も、広部達三や清水浩は、犂は日本国内で簡単な人引き犂か
ら牛の引く本格的な畜力犂に進化・発展してきたとの理解か
ら、犂耕進化系統図を提示してきた。
　農学者が犂の日本国内進化説を主張し続けた背景には、農
学者の多くは研究室に籠もっていて在来犂の現状を調査しな
かったことが大きいと思われる。こうしたなかで森周六は現
場を重視した実践派だったが、彼の関心は犂メーカーと組ん
で近代短床犂の改良に努めるなど、犂耕を中心とした農業発
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国人の大挙渡来はないにもかかわらず中国系長床犂は九州か
ら関東まで各地で見られる。長床犂の古辞書の初見は?世紀
初頭の「楊氏漢語抄」（717～24）、この時点で辞書に載るほ
ど普及していたなら伝来は?世紀となり、日中の民間交流は
まだなかったので、大化改新政府が稲作民化政策として遣唐
使の持ち帰った唐の犂を基に政府モデル犂を作り、全国の評
督（のちの郡司）に送付してコピーさせて普及を図ったとの
「大化改新政府の長床犂導入政策」説を立てた。
　折から香川・兵庫・長野県から?世紀の長床犂が出土して
きて中国・朝鮮にはない一木犂へらを備えていた。香川・兵
庫・長野県と離れた地域から中国・朝鮮にはない一木犂へら
を備えた犂が揃って出土したのでこれが政府モデル犂のコピ
ーと考えられ、先の仮説は遺物で検証されて検証度?、?
ひとつぼし
の
学説に昇格した。その後、九州から関東の在来犂にも一木犂
へらの痕跡が多数見つかり仮説の正しさが民具からも検証さ
れ、検証度?、?
ふたつぼし
?の学説に昇格した。
４）犂の農学者の三分法と新三分法
　犂の分類では、図?A の「無床犂」「短床犂」「長床犂」と
いう三分法が永らくおこなわれてきた。無床犂は安定性が悪
く扱いにくいが深く耕すことができるのに対して、長床犂は
安定性は抜群に良い反面、浅くしか耕せないという欠陥をも
っていた。短床犂はその双方の良さを合わせたもので、近代
犂耕の主役となった、というものである。
展への寄与であり、過去の犂史には関心を向けなかった。戦
後に九州を舞台に研究を深めた嵐嘉一は『犂耕の発達史―近
代農法の端緒―』（1977）を世に問うたが、フィールドが九
州に限られたため、在来犂から歴史情報を引き出すまでには
いたらなかった。
２）犂型は朝鮮系か中国系かで決まる
　図?に示したように、福岡県では抱持立犂と呼ばれた無床
犂が使われる一方、奈良盆地や大阪平野では曲轅長床犂が使
われてきた。福岡県では水田でも畑でも平場の田でも山手の
棚田でも抱持立犂が使われるのに対して、奈良や大阪では水
田でも畑でも、平場の田でも山手の棚田でも曲轅長床犂が使
われてきた。福岡県の抱持立犂は朝鮮半島の三角枠無床犂の
後裔であることは明らかで、他方、奈良や大阪の曲轅長床犂
は中国江南地方の曲轅長床犂の後裔であることは明らかであ
る。犂型は地形や土質にはまったく関係なく、犂の伝来系譜
によって決められていたのであり、福岡県に朝鮮系無床犂、
奈良・大阪に中国系曲轅長床犂が使われるようになったのに
はそれぞれの歴史的背景があるはずで、在来犂の形態の違い
から地域古代史を復原する道が開かれた。「民具からの歴史
学」の誕生である。
３）「大化改新政府の長床犂導入政策」説の提起
　ところで朝鮮系犂は渡来人の持ち込みで説明できるが、中
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　この三分法と解説は間違いのない真理のよ
うに扱われてきたが、実際には長床犂は実用
上十分な深さは耕せていたし、無床犂には抱
持立犂とは形の異なる長体無床犂があって、
こちらの方は無床犂にもかかわらず深耕は苦
手だった。それはさておき、田畑を深く耕せ
るかどうかを基準にした農学者の三分法には
「牛馬耕で近代日本の食糧生産を支えるのだ」
という農業界、農学関係者たちの意気込みが
感じられて、この三分法自体が近代日本の文
化遺産といえるだろう。
　しかし時代は変わった。近代日本の食糧生
産を支えてきた犂たちは現役を引退して、地
域社会の歴史や暮らしを語ることが新たな役
割となった。語り部が仕事となったのなら、
彼らに地域社会の歴史や暮らしを語ってもら
おうではないか、と設定したのが犂の新三分
法である。
　朝鮮系稲作民の渡来には、
　・第?期　?世紀末～?世紀　朝鮮半島南
部ではまだ犂は使われていない
　・第?期　?世紀後半～?世紀　第?期渡
来人が牛と朝鮮系三角枠犂を持
ち込んだ
　・第?期　?世紀後半の百済滅亡（663）、高
句麗滅亡（668）時の難民。入植
地で故郷の犂を製作
の?つの波があった。第?期の頃は朝鮮半島
南部ではまだ犂耕は普及していなかったよう
で日本に持ち込まれた痕跡はなく、在来犂か
らは第 1 期渡来人の動向は探れない。
　牛と犂が持ち込まれたのは第 2 期からで彼
らは入植地で牛に犂を引かせて耕し始めた。
周りの日本人は興味津々、犂は牛に引かせる
のでウシグワと呼んで、やがて自分も習って
日本人集落でも使われ始めた。その後、大化
改新政府が中国系長床犂の政府モデル犂を評
督（のちの郡司）に配付、政治的圧力を伴って
普及が図られると、朝鮮系無床犂を使ってい
た地域では、手慣れた朝鮮系犂と政府モデル
犂との混血が起こる。とくに政府モデル犂の
中国系長床犂の長い犂床は、誰の目にも安定
が良さそうなので取り入れられた。他方、渡
来人が来ていなかった犂耕処女地では、政府
モデル犂が素直に受容される。また百済難
民・高句麗難民の入植地では、一過性の政府
モデル犂配付が終わった後の入植だったと考
えられ、非混血の純粋朝鮮系犂が製作され継
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③非混血の朝鮮系無床犂のある地域 ? 百済・高句麗難民
が入植した地域
　大化改新政府のお膝元の奈良盆地・大阪平野では、使い慣
れた朝鮮系犂は一切捨てて、全域が政府モデル犂となった。
畿外の渡来人が来ていなかった地域では政府モデル犂をその
まま受容されたので、①のケースとなる。
　これで在来犂の形態から地域古代史を読み出す準備は整っ
た。さあ、皆さんの地域はどうか。早速収蔵庫を点検してみ
ようではないか。
６）犂類の分類試案
　図 10 は、犂類の歴史的展開過程を踏まえた分類試案であ
る。犂類はまず牛馬に引かせる畜力耕起具である「犂」（カ
ラスキ）と人が牛馬の代わりを勤める「人力犂」に大別しよう。
　まず畜力用の犂から見ていくと、「在来犂」と「近代短床
犂」に 2 分して考えよう。在来犂は先ほど図 8 B で見たよ
うに、 5 ～ 6 世紀に朝鮮系渡来人が朝鮮系無床犂を持ち込
み、それが周辺の日本人集落にも広まった段階で大化改新政
府が中国系長床犂のモデル犂を各地の評督（のちの郡司）に
送りつけて普及を図ったため、朝鮮系犂を使っていた地域で
は混血型犂が生まれ、犂耕処女地には政府モデル犂が受容さ
れ定着した。このモデル犂配付以降に渡来した百済・高句麗
難民の入植地では朝鮮系無床犂がそのまま継承された。この
在来犂の基本形は 660 年代に決まり、その後 20 世紀にいた
るまで形を変えていない。形を変えていないからこそ在来犂
の犂型から地域ごとの個性ある古代史が復原できるのである。
　「近代短床犂」は、明治の末年に九州の混血型短床犂をベ
ースに開発され、大正・昭和期に普及し、近代日本の食糧生
産を支えてきた功労者である。鉄製ボルトや鉄製ジョイント
を含む近代短床犂は、メーカー品であり地域の個性に乏しい
ことから民俗研究者・民具研究者にはあまり注目されない
が、近代の地域の食糧生産を支えてきた功労者であることを
再確認して顕彰し継承していきたいものである。
　「人力犂」は牛の引く犂の祖型と見なされて「人力犂 ? 
畜力犂」という犂の発達史上の痕跡とする研究が中国でも日
本でも見られたが、これは大きな勘違いで、一頭引き犂が普
及した後に東アジア規模の政治変動で故国を追われた人々が
流浪の末の定着先で牛が手に入らなくて困った末に人が牛代
わりに犂を引いたことが始まりで定型農具化したものであ
り、犂の祖型ではなく派生型だったのである。
７．籾摺臼
　図 11 は籾摺臼の伝来系譜に沿った分類表で、東アジアの
列島国の日本へは、上欄の朝鮮半島からと、下欄の中国江南
地方から民具が伝来するという歴史の基本パターンがある。
朝鮮半島では日本の古墳時代に往復回転の木摺臼が開発さ
れ、渡来人によって日本に持ち込まれた。それから約千年
後、中国江南地方で日本の室町時代にあたる明代に全回転の
承されている。
　この結果、在来犂の犂型は、
　・中国系四角枠犂?政府モデル犂の後裔
　・朝鮮系・中国系混血型犂
　・朝鮮系三角枠犂
の?種類に分けることができる。これが図?B の「犂から地
域史情報を読み出すための新三分法」である。
　ここで在来犂の部品ごとに朝鮮系か中国系か読み分ける分
析法を説明しておこう。
　まず骨格構造から見ていくと、朝鮮系犂は犂轅・犂柱・犂
身の 3 つの部材を組み合わせて三角枠構造（a）となるのに
対して、中国系犂は犂轅・犂柱・犂柄・犂床の 4 つの部材
を組み合わせて四角枠構造（A）となる。
　犂轅は朝鮮系犂は直棒で直轅（b）なのに対して、中国系
犂はへの字あるいは虹のように曲がった曲轅（B）となる。
　朝鮮系犂は犂床がなく犂先で接地する無床犂（c）なのに
対して、中国系犂は長い犂床をもった長床犂（C）である。
　さて第 2 期渡来人が来ていた地方では a, b, c の組み合わ
せの朝鮮系無床犂が使われていたが、ここに大化改新政府は
評督（のちの郡司）のもとに A, B,C の組み合わせの中国系の
四角枠長床犂の実物模型を送りつけて普及を図った。これに
は政治的圧力が伴っていたが奨励策であり、どの程度受容し
たかのチェックが入らないことは分かっていたので、人々は
使い慣れた朝鮮系犂をベースに見るからに安定の良さそうな
政府モデル長床犂の要素を採り入れて My 犂を作ることにな
った。そうなれば部品ごとに朝鮮系を選ぶか中国系を選ぶか
は製作者に任されるので、各地で千差万別の多様な犂型が生
まれることになった。
　図 8 B の朝鮮・中国混血型犂欄の一番上の A, b, C 犂は鳥
取県倉吉市の在来犂だが、かつて渡来人が来ていたことは b
の直轅から証明できるが、古代の倉吉の人々は大化改新政府
に親近感を持っていたのか犂床 C と四角枠構造 A を採り入
れて直轅長床犂を作った。それ以降は大きな変化はなく 20
世紀まで継承されてきたのである。
　この新三分法で一つ明らかになったことがある。それは
「日本の農具が各地で形が違うのは、代々の農民たちがその
土地の地形や土質に合わせて改良した結果」だと説明されて
きた。ところが在来犂についていえば、その多様性は地形や
土質は地形や土質にはまったく無関係で、混血型の多様性が
全体を多様なものにしていたのである。
５）犂型から地域古代史を復原する「公式」
　さて新三分法が決まれば、これを逆手に取ることで、図?
の「犂型から地域古代史を復原する「公式」」を導くことが
できる。
①政府モデル犂をそのまま継承している地域 ? 第 2 期以
降の渡来人が来ていなかった地域
②混血型のあるところ ? 第 2 期の渡来人が来ていた地域
かその周辺
80　
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され、江戸時代に時間をかけて木摺臼から土摺臼へ交代が進
んだというのが一般的傾向である。
　『天工開物』では中国には土礱・木礱の?種の籾摺臼があ
ったとされ、土礱は土摺臼だが木礱も日本に伝わっていたよ
うで、九州に分布する鋸目全回転臼は木礱の後裔と見られる。
８．千石通し・万石通し
　千石通しと万石通しの違いについては、かつては『国史大
辞典』（1987）は千石通しは「籾摺り後の玄米と籾とを選別
する日本特有の穀物選別用具」とする。『広辞苑』（第五版、
1998）は千石通しは「傾斜した簁の上端から搗米を流下さ
せ、糠をふるい落して米だけを選り分ける。穀粒の選別にも
使用」とし、万石通しは「千斛簁の改良型で、二～三枚の簁
から成る」とする。『日本民具辞典』（1997）は千石通しは
「主として精米に用いた選別用具の一種。機能・構造ともに
万石通しとかわらない。（中略）精白中の糠や屑米を、斜め
に固定した網枠の上を滑落させて分離する」とし、万石通し
は「米の選別用具。千石卸・万石卸ともいう。機能・構造と
もに千石通と同じである。一度に処理できる量が多いことか
ら万石通の名が起こったとされるが、実際の処理量に差がな
く、商品としての販売効果を求めた命名であったと考えられ
る」とする。『日本民俗大辞典』上（1999）は千石通しは
「籾摺りの後、唐箕で選別した玄米を、さらに網目を通して
精選する日本独特の農具。（中略）万石どおしと称する地域
もあり、その区別については、万石は千石の改造型、また大
型と小型との違いともいうが明確ではない」とするなど、混
乱を極めていた。
　そこで「千石通しの成立と伝播」（一）（二）（『民具マンスリ
ー』38-7、38-8、2005）、「万石通しの発明と伝播」（一）（二）
（『民具マンスリー』39-6、39-8、2006）、「高校教科書にみる
千石通し・万石通し」（『民具マンスリー』41-7、2008）であら
ゆる資料を掻き集めて検討した結果、ようやく全貌がつかめ
た。図 12 はその成果をまとめたもので、結論だけを示そう。
①貞享元年（1684）に江戸大門通りの釘屋喜兵衛が、取扱
い商品の金網を使って千石通しを発明、ヒットした。斜
め網枠を使って自動選別をするという画期的発明である。
②『和漢三才図会』は舂き米を入れると白米と糠に選別さ
れると説明しているので、千石通しは農具ではなく台所
用具だった。
③千石通しはすぐ大坂に伝わりコピー商品が作られた。
④貞享元年か翌年、千石通しにヒントを得たおそらく農具
商が斜め網枠に漏斗を載せた万石通しを発明、これもヒ
ットした。これは籾摺臼にかけ、唐箕の一番口に出てき
た玄米と摺れ残りの籾を選別するもので、これは農具
で、斜め網枠の上端に軸固定の後脚をつけた可動脚型で
ある。
⑤万石通しも直後に大坂に伝わりコピー商品が作られた。
大坂では固定脚型が発明されて加わった。
土摺臼が開発され 16 世紀以降に日本に伝えられた。
　木摺臼は円錐摺り面・放射目・往復回転なのに対して、土
摺臼は平坦摺り面・分画目・遣木（やりぎ）を使った全回転
が特徴となる。
　この大枠のなかで図 11 にしたがって自館の籾摺臼の位置
づけを試みられたい。
　なお木摺臼の回転の様子は先行研究では「半回転」と呼ば
れてきたが、半回転とは「半分回って止まる」ことを指すの
で適切ではない。これは「往復回転」と呼ぶべきだと論文で
呼びかけているが、まだ広まっていない。民具名称のみなら
ず部分名称や往復回転のようなキーワードに関しては、先行
研究の提起を鵜呑みに継承するのではなく、後継者が継承の
度に吟味を加えて不的確な用語は的確なものに呼び換えてい
く努力が必要であろう。
１）朝鮮系木摺臼の伝来と展開
　籾摺臼は朝鮮系の立ち作業・棒駆動の往復回転木摺臼が早
くから入っていたようで、?世紀後半～?世紀の第?期渡来
人の持ち込みであろう。奈良・大阪の畿内中心部では座位作
業に慣れた畿内人?江南地方少数民族系稲作民の後裔たちの
好みに合わせて、背を低くして直径は大きくし、棒駆動を縄
引き型に変え、上臼のぶれを抑えるため軸受け桟を付加した
タイプが開発され畿内の標準となったようだ。
　大化改新政府が打ち出した班田収授制は戸籍に登録された
男女に一律に水田を班給するものだが、?世紀後半の日本列
島で戸籍に登録された庶民がすべて稲作民であったはずはな
く、大化改新政府もそれは承知で田を班給していた。つまり
改新政府は稲作民化政策を展開していたのであり、非稲作民
に田だけを班給しても稲作はできない。そこで稲作農具一式
のモデル配付をおこなったようで、中国系長床犂の配付は証
明済みだが、畿内タイプの縄引き型籾摺臼も様
よう
（実物模型）
を配付したと考えられる。福井県では立ち作業・棒駆動の朝
鮮系木摺臼に畿内系の軸受け桟が加わった混血型が見つかっ
ており、大化改新政府による畿内型縄引き型木摺臼の様配付
が実際におこなわれたことの痕跡と考えられる。
　江戸時代に木摺臼から土摺臼への乗り換えが進行したの
で、関東地方に木摺臼はほとんど残っていないが、関東地方
にも渡来人が来ていたので、福井県で見つかった立ち作業・
棒駆動の朝鮮系木摺臼に畿内系の軸受け桟が加わった混血型
が関東地方にもあった可能性は十分にある。これが対蝦夷戦
争の柵
きの
戸
へ
の入植で東北地方に持ち込まれたとするなら、岩手
県の?本把手型木摺臼がすっきり説明できる。この?本把手
型木摺臼が青森県に伝播して?本把手型となったのであろう。
２）中国系土摺臼の伝来と展開
　渡来人による朝鮮系木摺臼の持ち込みから約千年後、中国
江南地方から土礱?土摺臼が伝わった。伝来は 16 世紀から
17 世紀にかけて何波かあったと考えられる。土摺臼が木摺
臼に比べて砕米は出やすいとされながらも効率は良かったと
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⑥大坂では千石通しと万石通しがほぼ同時に伝わったこ
と、大坂の『和漢三才図会』が「農具類」に「千斛簁」
を載せていたため、千石通し?農具の誤解が江戸時代か
ら広まった。
⑦農学の大御所、古島敏雄が農具の万石通しを千石通しと
記述したため、千石通し?農具の誤解が学界に広まり定
着した。
以上が混乱の広がった経緯である。この事実を踏まえて今後
については、
　　千石通し?白米と糠を選別 ? 台所用具
　　万石通し?玄米と籾を選別 ? 農具
と呼び分ければいいだろう。
　民具の系統樹の話でいえば、民具の系統樹の林の千石通
し・万石通しの樹については、2005～2006 年の調査でほぼ
進化の筋道解読が終わったので、すっきりした形で説明する
ことができるようになった。民具の系統樹の林のそれぞれの
樹についての進化の筋道解読が今後の課題である。
９．鞍
１）日本の鞍の歴史的展開
　鞍の研究はかつては、有職故実の貴族・武士の乗馬鞍の記
述だけで農耕鞍の研究は皆無の状況だった。
　図 13 は農耕鞍も含めた鞍全体を概観したもので、馬が導
入された古墳時代には、朝鮮半島から乗馬鞍と荷鞍も伝わっ
たと推測され、日本の荷鞍は形状も構造も朝鮮半島の荷鞍の
遺伝子を受け継いでいる。
　?世紀に馬鍬が伝わると、荷鞍に引綱を付けて馬鍬を引か
せたと考えられる。荷物を載せないので鞍は小型で間に合う
ので小振りな農耕鞍に進化した。
　乗馬鞍は古墳時代は朝鮮半島系の後輪直立型だったが、遣
唐使を通して遊牧民族系の唐
から
鞍
くら
を導入してからは、唐鞍と古
墳時代鞍の混血型で和
やまと
鞍
ぐら
が平安時代に成立、江戸時代まで
継承された。
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　?世紀後半では馬鍬は全国的に普及していて、人々は馬の
背に双橋鞍タイプの農耕鞍を据えて馬鍬を引かせていた。こ
の馬の鞍引きに慣れた人々はいくつかの地域で引綱渡し首木
を見て鞍と勘違いして牛馬の背に据えた。?本アーチの首木
を背に据えて犂や馬鍬を引かせると首木は後ろにずれるが、
腹帯は牛馬の胸の辺り肋骨の上に掛かっているので強く締め
られない。そこで首木の左右から滑り止めの横木を後方に突
き出させた。牛馬の体型を真上から見ると腹の部分が幅が広
くなるので、横木を後ろに向かってハの字形に付ければ、横
木は牛体・馬体をしっかりキャッチして首木?鞍の後方ずれ
は止まった。独橋鞍の誕生である。時期は?世紀後半の 662
～3 年頃で、このまま 20 世紀まで継承してきたのが熊本県
旧矢部町付近の独橋鞍と考えられる。
　ところが独橋鞍で満足しない人々が多くいた。遊牧民と違
って家畜頭数の少ない日本では牛馬を家族の一員のように可
愛がる。この人々にとっては後方に突き出た横木が牛体・馬
体を傷つけないか心配で牛体・馬体保護のための角材を取り
付けたのが単橋鞍で、これでやっと安心した人々が多くい
た。九州全域と鳥取県域である。九州の単橋鞍は横木は左右
各?本なのに対して、鳥取県域の単橋鞍は横木は左右各?本
でタイプは異なる。これは引綱渡し首木から単橋鞍への進化
が九州地方と鳥取県域という大きく離れた地域で相互に没交
渉で同時並行的に起きていたことになる。
　ここから次の事実が引き出せる。
①政府モデル犂と引綱渡し首木の様配付には首木の使い方
についての親切な説明もなく、ただこれを使えと実物模
型が下付されただけだったので、引綱渡し首木を新型鞍
と思い込む勘違いは九州地方と鳥取県域で起こっていた
こと、
②手慣れた馬鍬用双橋鞍は使わないで、政府モデル犂の引
綱渡し首木?彼らにとっては新型鞍をとにかく使ってみ
ようという人々が西日本には広くいたこと、
　明治の陸軍はヨーロッパの革製乗馬鞍を軍用に導入した。
　明治・大正時代になって馬車・牛車が荷物運送の主役を担
うようになると、農耕鞍の転用で轅棒受けの鉄製鉤を付けた
馬車引き鞍が現れた。
２）鞍の形態分類
　図 14 は、鞍の構造に基づいた形態分類である。
　鞍の基本型は牛馬の背中をまたぐ橋（アーチ）が前後に?
つあるもので、これを「双橋鞍」と呼ぼう。それに対して馬
の背中をまたぐ橋が前枠だけで、後枠は上部が開いて橋にな
らないものを「単橋鞍」と呼ぶことにしよう。さらに前枠と
横木だけで後枠は何もないものを「独橋鞍」と呼ぼう。一方
牛馬の背中をまたぐ橋に関しては曲がった自然木を使った一
木造りのものを「山枠」、?本の角材を X 字形にクロスさせ
たものを神社の屋根の千木のイメージから「千木枠」と呼ぼ
う。
　この?つの要素の組み合わせで山枠双橋鞍、千木枠単橋鞍
など呼び分けができる。この分類は便利なので、広まってい
るようだ。
３）単橋鞍の形成過程
　鞍は世界的に双橋鞍が標準で、人が家畜の背に置く枠の安
定的な形を考えると双橋鞍になるのであろう。それに対して
単橋鞍・独橋鞍は日本独自の変わったタイプである。図 15
は、その特異な単橋鞍・独橋鞍の発生過程をシミュレーショ
ンしたものである。
　中国には引綱が首木の稜線を辿って頂部で左右の引綱が繋
がるという特異な「引綱渡し首木」がある。遣唐使を通して
唐の長床犂とともにこの引綱渡し首木も導入されたと考えら
れ、それも様?実物模型として中国系の政府モデル犂とセッ
トで各地の評督（のちの郡司）に配付され普及が図られたよ
うだ。首木と単橋鞍の分布からはそう推定される。
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③その態度には政府からの圧力と同時に新しいものは試し
てみたいという進取の気風も読み取れること、
④後方に突き出た横木を見て「牛馬が痛そう、可哀そう」
と感じる人々が新型鞍に挑戦した地域の全域に多くい
て、その結果、大部分の地域が単橋鞍で落ち着いたこと、
　これらの物語が単橋鞍・独橋鞍という特異な形態の鞍の形
と分布のあり方に遺伝子レベルの圧縮情報として保存されて
きたのである。
４）民具遺伝子の全解読が目標
　いまここでおこなってきたのは、民具系統樹の林のなかの
「鞍の樹」の遺伝情報の読み出しであり、ゲノム解読を通し
ての進化過程の復原である。科学の世界ではヒトの遺伝子の
全解読を目指すヒトゲノム計画が立てられコンピュータを駆
使して取り組んだ結果、2003 年に全解読に成功した。この
ヒトの遺伝子全解読は治療不可能とされてきた遺伝子系難病
の治療にも光明をもたらしている。
　民具では河野が 30 余年かかって解読できたのは以上に尽
きるが、民具系統樹の林の個々の樹のゲノム解読は地道なが
ら努力が続けられている。高橋典子氏の企画展の取り組みの
なかで灯火具の遺伝子解読が進んだ。また神野善治氏は小さ
な樹だが灌漑用水の平等な配分に使われた香時計の遺伝子解
読をほぼ終えた。その結果、灯火具や香時計については、自
館の資料を高橋、神野氏の研究成果と付き合わせれば、その
歴史的背景、ひいてはわが市町村の歴史の一齣が蘇るように
なった。
　民具系統樹の林のすべての樹のゲノム解読が終われば、各
市町村それぞれの個性に満ちた縄文・弥生・古代・中世・近
世・近代史が蘇り、地域の個性とは何か、われわれはどこか
ら来たのかという地域起こしの核の部分に科学的根拠を与え
る情報を地域に還元することができ、民具を寄贈した地域住
民の付託に応えられることになる。目標はそこにある。
10．馬の制御具の分類
　銜
はみ
・轡
くつわ
・面
おも
懸
がい
を含む馬の制御具は私の専門ではないが、近
年、小島摩文氏によって優れた分類構想が示されたので紹介
しておきたい。また下野敏見氏によって大きな構想のオモゲ
ー研究が提起された分野でもある。その継承のあり方も含め
て取り上げることにした。
1 ）下野敏見のオモゲー研究
　南西諸島の馬の制御具オモゲーは、下野敏見氏の紹介で民
具研究界ではよく知られる民具となった。下野は増田精一の
「考古学からみた東亜の馬具の発達」と林田重幸の「日本在
来馬の源流」の成果を取り入れて、日本の馬と馬の制御具に
は二つの層位があると理解し、
オモゲー……小形馬、南アジア的、縄文後晩期・弥生的、
非金属文化的、農耕的
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の小島構想を本書で使ってきた階層構造を含む一覧表にまと
め直したのが図 16 である。
　このうち「締頭絡」「帯締頭絡」「棒締頭絡」は小島の造語
のようで、新たな分類に対する意気込みが感じられる。この
分類で馬の制御具の歴史的研究のための基本骨格ができあが
った。本書で繰り返している民具の系統樹の林の話でいえ
ば、馬の制御具の樹の幹と主な枝の付き具合が復原されたこ
とになる。ハミと棒締頭絡の歴史展開は複雑なようで、まだ
まだ資料不足の状況だが、小島分類が提示されたことで、新
資料の系統樹への位置づけが容易にできるようになった。こ
の学史的意義は大きい。
3 ）無口頭絡は縄頭絡に
　そこで一つ注文がある。図 16 の右欄の「無口頭絡」は学
界用語だが、意味の通らない言葉である。無口頭絡を装着し
たとたん、魔法のように馬の口が消えて無くなる……そんな
ことはありえないだろう。図からして銜を使わない縄だけの
頭絡を指しているのは誰の目にも明らかなので、素直に「縄
頭絡」でいいのではないか。
　当初は無口頭絡では分かりにくいので、銜のない頭絡とい
う意味で「無銜頭絡」を考えたが、「銜」の音読みが「カン」
であることはあまり知られておらず無銜頭絡（ムカントウラ
ク）と読める人は少ないであろうし、ムカントウラクではイ
メージは湧かない。その点「縄頭絡」なら誰でも読めるしイ
メージもピッタリである。小島氏は近々これまでの研究を本
にまとめられる計画とのこと。その機会にぜひ縄頭絡に差し
換えられることをお薦めしたい。
クツワ………中大型馬、北アジア的、弥生期・古墳期的、
金属文化的、軍事的
という壮大な構想を立てた。先にも触れたように日本の民具
研究界でも農業技術史界でも日本の民具・農具は日本国内で
発生・進化してきたと漠然と考えられていた時代であり、民
具研究者間では民具学の研究対象は自製民具に限るべきだ、
いや流通民具も含むべきだともっぱら内向きに議論されてい
た時期である。このなかで下野の構想が民具研究界に大きな
夢を与えた役割は研究史上に輝いている。
　このオモゲーが南西諸島と北海道に分布する事実から、周
圏論での説明が試みられた。木製のオモゲーが先に伝来して
日本全体に分布を広げたあとに、政権中心部に轡?ハミと中
大型馬が伝来した結果、オモゲーは金属製のハミによって駆
逐され、古層のオモゲーは周縁部の南西諸島と北海道に残っ
たという考えである。壮大で魅力的な構想だが、小島によっ
てそうした事実はなかったことが論証され、たしかに関西の
民具調査でも考古資料からもオモゲーの痕跡は見つかってい
ない。ただ下野の構想の大きさは継承したいものである。
2 ）小島摩文の馬の制御具の新分類
　小島は、オモゲーの類を棒締頭絡と呼び換えたうえで、こ
れまでの研究は棒締頭絡について、頭絡全体の分類のなかで
の位置づけがなされないままに、各研究者が自説の展開の都
合のいいように恣意的に利用され解釈されてきたことに問題
があったと認識し、その反省に立って、馬の制御具全体の分
類を試みた（「薩摩の馬文化」2002、「棒締頭絡の語られ方」
2005）。小島は文章と挿絵と系統図で議論を展開したが、そ
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した。
　鉞が出てくるのは『太平記』31 巻「赤松氏範と土岐長山
と勇力の事」の項である。南北朝内乱期の文和 2 年
（1353）、吉野に拠点をもつ南朝方（天皇方）が京都に攻め上
って足利方と闘った。 6 月 9 日の合戦では赤松・楠ら天皇
方が戦いを優位に進め、落ち行く足利方に追い打ちをかけて
いる状況下で、天皇方の赤松氏範が落ち行く足利方の土岐長
山を呼び止めて闘う場面である。
　赤松弾正少弼氏範は、何も打込の軍をば好まず、手勢
ばかり五十余騎引き勝つて、返す敵を追つ立て追つ立て
責めけるが、哀れ吉からんずる敵に合はばやと願ひつ
つ、北白川を今道へ向つて歩ませ行くところに、洗革の
鎧の妻取つたるに、竜首の甲の緒をしめ、五尺ばかりな
る太刀二振佩いて、歯の亘八寸ばかりに見えたる大鉞、
柄を手元長く取り延べて、近づく敵あらばただ一打に擲
ちひしがんと、尻目に敵を睨みて閑かに落ち行く武者あ
り。氏範遥かにこれを見て、哀れこれは音に聞ゆる長山
遠江ござんめれ、組んで討たばやと思ひければ、諸鐙を
并せて跡に追ひ付き、「あの洗革の鎧は長山殿とみるは
僻目か。正なうも敵に後を見する物かな」と詞を懸けら
れ、長山からからと打ち笑ひ、「問ふは誰そよう」「赤松
弾正少弼氏範よ」「さては敵は吉き敵、ただ一打に失は
んこそかはゆけれ。西に向つて念仏申せ」とて、件の鉞
を持つて開いて、甲の鉢を破れよ砕けよと打ちけるとこ
ろを、氏範太刀を平めて打ち背け、鉞の柄を左の小脇に
挟み、片手にてえいやとぞ引きたりける。引かれて二疋
の馬隘近に成りければ、互ひに太刀にては切り得ず、蛭
巻したる橿の木の柄を中よりふっとねぢ切つて、手元は
長山が手に残り、鉞は氏範が左の手にぞ留まりける。長
山、今までは我に増りたる大力非じと思ひけるが、氏範
に勢力を砕かれて、叶はじとや思ひけん、馬を早めて落
ち延びぬ。氏範大いに牙を喫みて、「詮なき力態故に、
組んで討つべかりつる長山を討ち漏らしつる事の妬さ
よ。能々敵は何れも同じ事、一人も亡ぼすに如かじ」と
て、ねぢ切つて取つたる鉞にて、逃げる敵を追つ攻め追
つ攻め切りけるに、甲の鉢を真額まで破りつけられずと
云ふ者なし。されば、流るる血には斧の柄も朽つるばか
りに成りにけり。
『新編日本古典文学全集 57　太平記④』 
小学館、1998、29⊖31 頁
　天皇方の赤松氏範は名のある敵武者を求めて追撃中に立派
な装備から足利方の土岐長山を見つけて挑んだ。この土岐長
山は馬上で大鉞を提げていたが、その描写が、
歯の亘八寸ばかりに見えたる大鉞、柄を手元長く取り延
べて、近づく敵あらばただ一打に擲ちひしがんと、尻目
に敵を睨みて
とあって、刃渡り 24 cm ほどの大鉞を「柄を手元長く取り
延べて」つまり柄の刃の近くの部分を握って残りの柄を後方
に長く伸ばしていた、すなわち柄が自然に水平になるよう鉞
　小島論文を読む限りでは、棒締頭絡の研究は世界的に低調
で、今回の小島分類が書物で出版されるなら、その分類は欧
米の研究者の注目するところとなって翻訳されるであろう。
翻訳者は「無口頭絡」は訳しようがないので、無口頭絡の図
を見ながら「縄頭絡」の英語版に意訳するであろう。英語化
されるとそれが世界標準になるが、「縄頭絡」の意訳を含ん
でいる以上、その手柄は翻訳者に持って行かれてしまう。時
代の流れ時間の流れは年々早くなってきているので、10 年
以内にこんな事態は起きるであろう。そのことを見通して、
今から縄頭絡にして、「締頭絡」「帯締頭絡」「棒締頭絡」
「銜」はこのままで大丈夫なので、完成型の分類表を著書に
載せて世界に発信されることをお薦めしたい。
　日本人研究者の民具分類が世界標準になることは、オリン
ピックで金メダルを取るのと同価値で日本人にとって誇りで
あり、若手研究者に夢を与えて研究界を活性化させることに
なる。小島分類が世界標準になる、ワクワクする話ではないか。
11．武器としての鉞
　斧は私の専門分野ではないが、マサカリとは何物か、以前
から気に掛かっていた。鉞は武器だったといわれるが今一つ
イメージが鮮明でなく、これは私にとどまらず多くの民具研
究者もそうだろうと予想できたこと。それにハツリヨキの一
部がマサカリと呼ばれる例が時々あり、それが転用に起因す
るのかただ形が似ているからそう呼んだだけなのか気に掛か
っていた。一覧表執筆後に『太平記』の鉞を使う場面を読ん
だところ武器としての鉞がリアルに描かれていて、これはこ
の機会に紹介して学界の共有財産にしたいと思ったことと、
この資料の分析を進めるなかで、鉞とハツリヨキの関係につ
いても見通しが明らかになってきたので、これは伝えておき
たいと思ったのである。
　『日本国語大辞典』はまさかり（鉞）の項目で「木を伐る
のに用いる大形の斧（おの）。中古には兵器にも用いた」と
説明し、『日本書紀』継体天皇 21 年（527）には筑紫君磐井
の反乱を鎮圧するため、天皇が物部麁鹿火に斧鉞（まさか
り）を授けて筑紫以西の軍事指揮権・行政権を全面委任した
と記す。ただし現実に鉞を権限委譲の象徴として手渡したか
どうかは定かではない。史書の信頼度が増す奈良時代以降で
は、天皇は遣唐使や征討将軍に全権委任の印として授けるの
は節刀と呼ばれた刀であることからすれば、継体紀の鉞授与
の記事は中国の史書からの借用表現である可能性が高い。
1 ）鉞を使った戦闘場面
　確実な武器使用の例として『日本国語大辞典』は『太平
記』の戦闘場面をあげている。民具・民俗研究者が『太平
記』の本文を読む機会はほとんど無いと思われるので、少し
長いがその部分を引用しておこう。なお『太平記』は漢字カ
タカナ交じり文で現代人には読みづらいので、漢字ひらがな
交じり文に改めた小学館『新編日本古典文学全集』から引用
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片手にてえいやとぞ引きたりける。
という場面だが、
①「氏範（中略）鉞の柄を左の小脇に挟み」とあり、赤松
は鉞の刃を体の後ろに出した形で柄を腋に挟み込んだ。
このまま鉞を渡すまいと無意識に腋を締めたであろう。
鉞の重心位置＝柄の刃に近い部分を左の腋に抱え込んで
確保したので、鉞は赤松の体と一体化し、長山の握って
いる柄尻は赤松の体重・鎧の重さ合わせて最低でも
80 kg の質量の塊の突起部分になってしまった。長山が
鉞を奪うには鉞と赤松の体の一体化を解除しなければな
らないが、馬上で片手を伸ばした状況ではそれは無理で
ある。
②赤松が鉞を腋に抱え込んで締めた状態では刃渡り 24 cm
ほどの大鉞の刃は赤松の腋から後方に突き出た状態にな
っている。これを長山が柄尻を握って引き抜こうとする
と大鉞の刃は釘の頭のように抵抗材となって狭い腋を抜
けられない構造になっている。この状態で馬上の長山が
柄尻を握って引き抜こうとしても所詮は無理なのである。
③「鉞の柄を左の小脇に挟み、片手にてえいやとぞ引きた
りける」とあるが、右手は太刀を握ったままなので、こ
の片手は左手であり、左手は手綱を握ったままの上、腋
を締めているので手の自由度は落ちて、左手で鉞の柄を
引くことはできない。この状態で鉞を長山から奪おうと
するなら、赤松は左手で柄を握ったまま本能的に体を左
に捻って回転させ、柄尻を長山から遠ざけようとするこ
とであろう。80 kg の慣性力を伴った大きな力で柄尻は
離れていくので、長山は握った手が伸びてバランスを崩
しそうになり、このまま握っていると長山は落馬するこ
とになる。馬上の一騎打ちで落馬は致命傷、鎧の重さ丸
ごと地面に叩きつけられ、一瞬茫然としたその瞬間、相
手は鎧の重さ丸ごと落下してきて馬乗りになって押さえ
つけ、鎧の錣をはね上げて小刀で頸動脈を切るからであ
る。落馬の危険を悟った長山は自ら手を放して鉞をあき
らめ、馬を返してこの場から脱走したのであろう。
　一見どうでもいいようなことに枚数と手間をかけて分析し
たが、一般にはこの場面は本文を表面的に読んで赤松と長山
の鉞の柄を握っての綱引き場面と受け取られているようで、
『新編日本古典文学全集』の挿絵に掲げられた寛文年間の絵
入り太平記の挿絵も 2 人の騎馬武者が鉞の柄の両端を引き
合っている様子が描かれている。ここでは赤松が鉞を左の腋
に挟んだという重要な記述がすっぽりと抜けて間違ったイメ
ージが流布され一人歩きしているので、枚数はかかったが詳
しく分析しておいた。
4 ）兜の鉢を叩き割る鉞の威力
　長山を取り逃がした赤松のその後の行動を『新編日本古典
文学全集』本の現代語訳で掲げると、
氏範は歯がみをして大いにくやしがり、「つまらない力
の重心位置を握っていたことになり、移動中にもっとも危険
が少なく手が疲れない合理的な持ち方であり信頼度の高い描
写である。
　さて追いすがった赤松に対して土岐長山は、
「さては敵は吉き敵、ただ一打に失はんこそかはゆけ
れ。西に向つて念仏申せ」とて、件の鉞を持つて開い
て、甲の鉢を破れよ砕けよと打ちける
「ああいい敵に出会えたものだ。ただ鉞の一打で命を落とさ
れるのは気の毒なことだ。西に向かって念仏を称えられよ」
と言っていることからして、土岐長山は馬を返して自信満々
で攻撃をしかけてきたのである。そして「その鉞を振りかぶ
って兜の鉢を割れよ砕けよとばかりに」、つまりヘルメット
の頂部を狙って鉞を振り下ろしたが、赤松は「太刀を平めて
打ち背
そむ
け、鉞の柄を左の小脇に挟み、片手にてえいやとぞ引
きたりける」という。「太刀を平めて打ち背け」たという表
現からして刀を鉞の柄に斜めに当てて鉞を滑らせ、振り下ろ
された状態の鉞を左の腋に抱え込んで締め、鉞ごと奪い取ろ
うとしたようだ。そこで両者は、
鉞を奪はん、奪はれじとねぢ合ひける程に、蛭巻したる
橿の木の柄を中よりふっとねぢ切つて、手元は長山が手
に残り、鉞は氏範が左の手にぞ留まりける。
というのだが、鉞の樫の柄は容易に捻り切れるものではな
い。両者は本当に鉞の柄を捻り切ったのか。
2 ）捻り切れなかった鉞の柄
　鉞の樫の柄を捻り切るには手ぬぐいを絞るように赤松と長
山が握った部分を互いに反対方向に回転させなければならな
いが、赤松は鉞を左の腋に抱え込んで固定しているので捻っ
ておらず、長山だけが捻ることになる。ところが柄は直径が
小さいので手で握って回転させようとしても大きなトルクは
掛けられず捻り切ることは元々無理なのである。『太平記』
は語り物であり、聴き手の歓心を買うため見せ場では表現は
大げさになりやすい。これはそのケースであろう。
　また一歩譲って柄が途中で折れたことの誇張表現ではない
かという考えに対しても、これも無理である。柄を折るため
には柄をへの字に曲げなければならないが、鉞の大部分は赤
松の腋に挟まれて固定されているので、長山が伸ばした片手
だけで柄をへの字に曲げて折らなければならなくなり、それ
は手首の回転力、テニスやゴルフでいうスナップだけで樫の
木製の柄を折ろうとするもので、これはいかな大男・大力で
も不可能であろう。ここはやはり語り物特有の誇張表現とし
ておくのが無理がない。
3 ）鉞を腋に挟んだ赤松の勝ち
　この鉞の争奪戦、『太平記』は「鉞を奪はん、奪はれじと
ねぢ合ひける程に」と両者互角の綱引き状況と描いている
が、じつはこの勝負、赤松が鉞を左の腋に抱え込んで締めた
段階で勝敗は決まっていた。その辺りを分析してみよう。
氏範太刀を平めて打ち背け、鉞の柄を左の小脇に挟み、
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では鉞は扱いきれなかったからであろう。
6 ）戦国時代後期の集団戦で消滅
　鉞が力自慢の武士の武器として存在意義を発揮できたの
は、名のある武士同士が互いに名乗りをあげて勝負を挑む一
騎打ちの場面である。現代人によく知られた武士の名勝負の
多くは『平家物語』に描かれたもので、その後、13 世紀後
半の元寇ではモンゴル軍の集団戦に一騎打ち感覚で挑んだ日
本の武士団は惨敗したが、国内戦ではその影響は少なかった
ようで、14 世紀の南北朝内乱でも一騎打ちの名勝負が繰り
返され、『太平記』では 4 尺（120 cm）、 5 尺（150 cm）、 5
尺 3 寸（160 cm）の大太刀が見え、15 世紀以降には 6 尺
（180 cm）、 7 尺（210 cm）の大太刀も現れる。目立ったパフ
ォーマンスで語り継がれたいとする一騎打ち時代の武士の願
望が背景にあるのであろう。
　戦国時代も末期、16 世紀後半の統一戦争の時期になると
足軽の集団戦の時代となり、織田信長は斎藤道三との会見に
臨む際には「三間間中柄の朱やり五百本ばかり、弓・鉄炮五
百挺」と三間半（6.3 m）の柄の長槍を持った 500 人規模の
足軽隊を弓・鉄砲隊とともに用意した。集団戦の時代となっ
て武器の大量生産と規格化が進み、武士の個性を際立たせた
一騎打ちは過去のものとなった。そして江戸時代の幕藩体制
競べをしたために、組み合って討ち取ることのできた長
山を討ち漏してしまった恨めしさよ。まあよいわ、敵は
誰でも同じこと、一人でも多く殺すほうがよい」と、長
山からねじ切って奪った鉞でもって、逃げる敵を追い込
み追いつめて斬りつけたので、兜の鉢を額の真ん中まで
割り裂かれない者はいなかった。そのために、流れる血
で鉞の柄も腐ってしまうほどになったのである。
という凄惨な場面が展開していた。
　ところで赤松が効果的に兜の鉢を割り続けていることから
すれば、柄はやはり捻り切られていなかったようである。柄
が短くなると大きく振りかぶることができず、落下の加速度
も小さくなって衝撃力は弱まり、兜に当たっても鉢を一撃で
割ることはできなくなる。赤松と長山が鉞を力任せに奪い合
って柄を捻り切ったというのは語り物特有の見せ場の誇張表
現だったことが、ここでも証明できたことになる。
　ここで『太平記』に見られた武器としての鉞の特徴を列挙
してみると、
①「鉞を持つて開いて、甲の鉢を破れよ砕けよと打ちけ
る」「逃げる敵を追つ攻め追つ攻め切りけるに、甲の鉢
を真額まで破りつけられずと云ふ者なし」という表現か
らして、鉞は兜の鉢割り専門の武器だったようだ。兜の
鉄鉢は矢や刀から頭を守るには有効で、武士たちは安心
して戦場に赴けた。ところが兜の鉢めがけて振り下ろさ
れる鉞は額までまっ二つに割ってしまうので、武士たち
にとっては恐怖の新兵器だったのであろう。
②鉞は長山のように「我に増りたる大力非じと思ひける」
武士が馬上で使う武器で、片手は手綱を離せないので、
もう一方の手で振り上げ振り下ろして兜の鉢を叩き割っ
ているのであり、力自慢専用の武器であった。
③力自慢専用といっても、誰でも使う武器ではなかったよ
うだ。赤松は長山が「氏範に勢力を砕かれて、叶はじと
や思ひけん、馬を早めて落ち延びぬ」と自分に勝る大力
と認めおり、赤松自身も奪った鉞で何人もの兜の鉢を割
っていることからすれば、客観的にも大力だったが、赤
松自らは鉞を普段使っていなかったのであり、鉞は大力
でも使うとは限らないというマイナーな武器であった。
5 ）鉞が普及しなかったのは筋力の限界か
　ヨーロッパの中世では斧が武器として使われていたが日本
ではごく少数の者が使う武器にとどまっていた。なぜか。こ
れはヨーロッパ人と日本人の筋力の差に関係がありそうであ
る。ローマの兵士は片手に幅広の重そうな剣、もう一方に楯
を持って闘っていた。片手で力任せに剣を振り下ろして相手
を倒していたのである。他方、日本の太刀は両手で握って相
手を切る。日本人は両手を使わなければ人は切れなかったの
である。これはヨーロッパ人に比べて筋力が弱かったからで
あろう。サッカーで日本のチームが決定力不足というのも、
このことに関係がありそうで、鉞が一部の力自慢の武士の武
器にとどまって普及しなかったのは、一般的な日本人の体力
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　他方、武器の鉞は平安時代には対蝦夷戦争の歩兵用武器と
して使われており、武士の活躍する中世に兜の鉢割りとして
特化した。しかしながらマイナーな武器であり、『太平記』
の土岐長山の鉞も、おそらく長山自身が鍛冶職人に打たせた
特注品で、大きさも重さも自分の使いやすい大きさで、ちょ
うど使い良い長さの柄をすげさせたのであろう。武士の鉞は
その家に先祖何某の使った鉞として伝承されていくので、鉞
からハツリヨキへの転用は基本的には起こらなかったのでは
ないか。
　切りヨキ・ハツリヨキ・割りヨキのどれをとっても、山の
作業道具は長時間使い続けるものなので、斧の重さや形状は
樹に対する加工効率と使い手の疲れない重さの微妙なバラン
スの上に成り立っているのに対して、武器の鉞は戦場という
命を賭けた火事場の馬鹿力が出る場での道具であり、兜を叩
き割る効率を重視して重く作ってある。そのためよほどの力
自慢の武士でしか使えなかった。この鉞を山の作業現場に持
ち込んでも誰も使わなかったであろう。
　大きく振りかぶって振り下ろす鉞は断面は厚みのある形状
と考えられるので割りヨキに近いが、重すぎて山の作業には
向かないであろう。刃広の平面形はハツリヨキに似ている
が、ハツリヨキは横たえた丸太の上に乗って下を向いて側面
を削って角材に仕上げる道具であり、断面は割りヨキに比べ
て薄手であり鉞とは重さも断面形も異なるので、鉞を転用し
てハツリヨキには使えないであろう。
　鉞はマイナーな武器だったが、恐ろしさで有名な武器であ
り、百姓身分より 1 ランク高い武士身分の使った道具の名
称なので、形の似通った刃幅の広いハツリヨキは、高貴な雰
囲気の漂うマサカリと呼ばれるようになったと考えられる。
　以上は未検証の仮説だが、蓋然性の高い推測なので、ひと
まず仮説として提起しておきたい。
おわりに
　これまで私自身が分析を深めてきた農耕具を中心に解説し
てきたが、近年、日本人が農具を発明・開発するのは千歯扱
き・万石通し・踏車など江戸時代になってからで、弥生時
代・古墳時代・古代・中世では農具は基本的には朝鮮半島や
中国江南地方からの伝来品であったことが明らかになってき
た。そうならば収蔵庫の民具整理にあたっても日本・朝鮮半
島・中国を視野に含む気象衛星の高さからの視点が求められ
ることになる。民具整理はまずは個別の民具と 1 対 1 で向
き合って撮影・計測しながら観察し、モノ語で話す民具から
歴史民俗情報を聞き出すことから始まる。そして聞き出した
歴史民俗情報は思い切り大胆に気象衛星の視点で東アジア史
のなかに位置づける必要がある。「ミクロ分析、マクロな位
置づけ」、これが民具整理のキーポイントとなろう。
下では武器としての鉞は基本的には姿を消したのであろう。
7 ）金太郎の鉞・花祭りの鬼の鉞
　鉞は数は少なかったが兜の鉢を割るという恐怖感を植え付
ける武器だったため、人々の印象には強く残ったようで、武
家の家紋のデザインとなり、金太郎の話や奥三河の花祭りの
鬼の得物にも登場している。
　「鉞担いだ金太郎、熊にまたがりお馬の稽古」との歌を聞
いた時の子供時代の印象は、金太郎は山育ちなので樵の斧を
担いでいるのだと漠然と考えていたが、大人でも力自慢の大
男しか使えない武器の鉞を子供ながら軽々と使っている、金
太郎ってすごい力持ちだった、大きくなって立派な武士にな
るんだよ、という話だったことになる。
　図 17 の奥三河の花祭りの榊鬼は、木製の祭具でも 2.5 kg
という大鉞を持っているが、これは樵の製材のハツリヨキで
はなく武器の兜の鉢割りの鉞と考えれば、力の強そうな大鬼
が持つ意味も恐ろしさも、恐ろしさと強さゆえに人々が抱い
た辟邪効果の大きさへの期待感も理解できる。
　中世から近世への社会の大転換で武器の鉞は姿を消した
が、恐ろしい武器の鉞の記憶はまだ人々の心に深く刻まれて
いた。近世から近代への転換はその記憶を薄れさせ、第二次
大戦後の高度成長がその残りかすも消し去ったのであろう。
　近世社会は社会構造が近代社会と似ており、文化も継承さ
れてきているのでイメージしやすい社会であるが、仏神への
まつりごとが政治そのものであった中世社会は現代人からは
イメージしにくい社会で、中世の様子はなかなか掴みがたい
のが現状である。そこで小さな例にすぎないが鉞の使用状況
が見つかったので、この場を借りて紹介してみた次第である。
8 ）武器の鉞とハツリヨキの関係
　斧の一種で製材用のハツリヨキをマサカリと呼ぶ例がまま
見られる。この名称は鉞が転用されてハツリヨキになったの
か、ただ形が似ているからそう呼んだのか、この点について
は突っ込んだ検討もなされてこなかったようなので、この際
に検討しておこうと思う。結論的には転用ではなく、形が似
ているからそう呼んだものと考えられる。
　伐採した木材を山で角材に粗加工することは古代からもお
こなわれていたようで、寺院の円柱も山で一旦粗作りした角
材を、建設現場で角をはつって 8 角材にし、さらに 16 角、
32 角と円に近づけていく技法があった。山では当初は切り
ヨキをはつり作業にも使っていたであろうが、大寺社や宮
殿・武家の館建築は途切れることなく続いたので、切りヨキ
からハツリヨキへの分化は山の現場で起きていたであろう。
日本列島の北から南まで、それぞれの地域には山があり職人
たちが製材していた。その職人たちには鍛冶職人が専用のハ
ツリヨキを供給していたのであり、個体数も武器の鉞よりは
るかに数が多かったと考えられる。
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